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庄し
ょ
う
じ司 

博ひ
ろ

史し

民
博 

民
族
社
会
研
究
部

言
語
学・言
語
政
策
論
。
二
〇
〇
四
年
に
特
別
展
「
多

み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
」
を
企
画
。
近
年
は
移
民
言
語
や

多
民
族
化
の
諸
現
象
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
共
・

編
著
書
に
『
多
み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
』、『
ニ
ホ
ン
の
言

語
景
観
』
な
ど
。

　
在
日
外
国
人
の
登
録
者
数
が
二
〇
〇
万

人
の
大
台
に
の
っ
た
の
は
二
〇
〇
五
年
、

つ
い
五
年
前
の
こ
と
だ
。
そ
れ
が
今
や
二

二
〇
万
人
を
こ
え
、
そ
の
数
値
は
じ
つ
に

日
本
の
住
民
の
一
・
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

総
数
で
は
、
全
国
一
七
番
目
の
長
野
県
の

人
口
に
匹
敵
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

外
国
人
に
と
っ
て
日
本
で
の
住
居
探
し
は

大
き
な
困
難
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

賃
貸
住
宅
の
家
主
が
「
外
国
人
は
ち
ょ
っ

と
」
と
貸
し
渋
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

理
由
の
多
く
は
民
族
や
人
種
差
別
と
い
う

よ
り
、
文
化
摩
擦
や
ト
ラ
ブ
ル
の
際
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
、
そ
し
て

支
払
い
能
力
へ
の
懸
念
が
大
半
を
し
め
る

と
い
う
。

　
東
京
に
は
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
、

外
国
人
の
支
払
い
に
家
主
が
い
だ
く
不
安

を
家
賃
保
証
と
い
う
形
で
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
さ
ら
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
を
軽
減
し
よ
う

と
す
る
団
体
が
あ

る
。「
外
国
人
生
活

サ
ポ
ー
ト
機
構
」

と
い
い
、
外
国
人

の
生
活
支
援
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
き

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
在
日

外
国
人
情
報
セ
ン

タ
ー
」（
以
降
、
セ
ン
タ
ー
）
が
母
体
と

な
っ
て
昨
年
立
ち
上
げ
た
外
国
人
の
た
め

の
家
賃
保
証
団
体
で
あ
る
。
借
主
か
ら
一

定
の
委
託
料
を
う
け
と
っ
て
お
き
、
家
賃

滞
納
の
際
に
そ
れ
で
補ほ

填て
ん

す
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
代
表
者
・

小
池
昌
さ
ん
の
話
で
は
、
一
九
九
六
年
、

セ
ン
タ
ー
が
都
内
の
外
国
人
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
外
国
人
が
入

居
す
る
ま
で
、
平
均
一
五
件
の
不
動
産
屋

を
あ
た
る
の
が
普
通
だ
っ
た
と
い
う
。
近

年
都
心
か
ら
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
不

動
産
賃
貸
市
場
は
次
第
に
外
国
人
に
依
存

し
始
め
て
い
る
と
は
い
え
、
生
活
や
経
済

事
情
の
不
安
定
な
ア
ジ
ア
出
身
者
に
と
っ

て
は
画
期
的
な
出
来
事
と
い
え
る
。

　
在
日
外
国
人
情
報
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で

あ
る
在
日
外
国
人
情
報
誌
連
合
会
Ｅ
Ｍ
Ｐ

Ｃ
が
活
動
を
は
じ
め
た
の
は
一
四
年
も
前
、

一
九
九
六
年
で
あ
る
。
関
西
で
の
大
震
災

　
小
池
代
表
の
他
、
事
務
局
長
の
斉
藤
さ

ん
と
数
人
の
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
で
き
り
も

り
す
る
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
外
国
人
へ

の
住
宅
支
援
や
情
報
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず

じ
つ
に
多
彩
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
入
居

に
か
ん
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
そ
う
だ
が
、

幅
広
い
支
援
外
国
人
層
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
背
景
と
し
て
、
外
国
人
の
抱
え
る
問
題

や
需
要
調
査
を
単
独
あ
る
い
は
委
託
事
業

と
し
て
実
施
し
、
行
政
や
と
き
に
は
事
業

に
反
映
さ
せ
て
き
た
。
一
方
で
、
外
国
人

に
対
し
て
、
入
管
問
題
や
就
職
な
ど
個
人

的
な
相
談
に
の
っ
た
り
、
企
業
や
個
人
の

通
訳
・
翻
訳
を
請
け
負
う
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
週
の
何
日
か
は
、
事
務
所
の
半
分
を

し
め
る
会
議
室
を
日
本
語
教
室
や
外
国
人

の
集
会
所
と
し
て
開
放
し
て
い
る
。

　
じ
つ
は
セ
ン
タ
ー
の
位
置
す
る
高
田
馬

場
周
辺
は
住
民
の
一
割
以
上
が
外
国
人
と

い
う
新
宿
区
の
な
か
で
も
、
外
国
人
の
集

住
度
の
高
い
地
域
で
あ
る
。
コ
リ
ア
ン
タ

ウ
ン
で
有
名
な
大
久
保
周
辺
と
中
国
人
の

集
ま
る
池
袋
に
挟
ま
れ
、
高
田
馬
場
で
は
、

さ
ら
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
出
身
者
も
加
わ
る
。
事
実
、
駅
の
近

く
に
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
が
な
ら

び
、
外
国
人
向
け
日
本
語
学
校
の
多
さ
で

は
日
本
一
と
い
う
。
こ
こ
に
働
き
、
学
び
、

住
む
多
く
の
外
国
人
に
と
っ
て
、
セ
ン

タ
ー
が
頼
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
は

疑
い
な
い
。
在
住
外
国
人
の
多
く
は
、
や

が
て
日
本
語
を
習
得
し
、
日
本
の
生
活
に

も
な
れ
、
な
か
に
は
事
業
を
お
こ
す
ひ
と

も
い
る
。
し
か
し
後
続
者
の
流
れ
は
絶
え

ず
、
外
国
人
支
援
の
必
要
性
は
尽
き
る
こ

と
が
な
い
。
セ
ン
タ
ー
は
日
本
語
講
師
や

事
務
ス
タ
ッ
フ
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
活

動
資
金
の
恒
常
的
な
不
足
に
あ
る
が
、
賃

貸
保
証
事
業
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
セ
ン

タ
ー
の
経
済
基
盤
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
の
話
か
ら
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
は
い
え
、
セ
ン
タ
ー
が
組
織
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
営
利
事
業
の
あ
い

だ
を
渡
り
歩
い
て
い
る
の
が
気
が
か
り
な

方
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
小
池
さ
ん
は

飄ひ
ょ
う
ひ
ょ
う々と
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
余
り
気
に
し

外
国
人
支
援
の
総
合
商
社

て
い
な
い
よ
う
だ
。
外
国
人
が
人
並
み
の

生
活
が
で
き
る
環
境
を
作
る
、
と
い
う
目

的
優
先
の
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い

う
自
信
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
ど
ん
な
非
営
利
活
動
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
支
え
る
経
営
基
盤
は
必
要
な
の
だ
。

公
的
資
金
や
寄
付
の
み
に
安
住
し
て
い
た

団
体
が
資
金
源
の
縮
小
や
枯
渇
と
と
も
に

消
え
て
い
っ
た
例
は
珍
し
く
な
い
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
数
年
間
の
滞
在
後
帰
国
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
向
け
の
雑
誌
『
カ
イ
ビ
ガ

ン
』
を
創
刊
し
て
以
来
、
今
日
も
日
本
で

最
古
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
の
編
集

に
た
ず
さ
わ
る
。
小
池
さ
ん
の
活
動
が
多

角
化
し
て
も
原
点
を
見
失
わ
な
い
理
由
は
、

ひ
ょ
っ
と
し
て
こ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

東
京
都
の
行
政
ニ
ュ
ー
ス
を
な
が
す
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
作
る
過
程
で
都
と
の
連
携
を
深

め
、
二
〇
〇
四
年
、
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｃ
の
代
表
者

で
あ
っ
た
小
池
さ
ん
が
都
の
地
域
国
際
化

検
討
委
員
会
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
の
を
契

機
に
現
在
の
「
在
日
外
国
人
情
報
セ
ン

タ
ー
」
に
名
称
変
更
し
た
の
で
あ
る
。

　
現
在
セ
ン
タ
ー
は
、
防
災
情
報
を
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
に
迅
速
に
提
供
す
る

た
め
都
と
と
も
に
二
〇
〇
五
年
に
設
立
し

た
「
東
京
都
在
住
外
国
人
向
け
メ
デ
ィ
ア

連
絡
会
」
の
事
務
局
を
つ
と
め
て
い
る
が
、

加
盟
メ
デ
ィ
ア
は
一
四
言
語
、
約
四
四
タ

イ
ト
ル
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
い
う
。
そ

の
一
部
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
室
の
一
角
に

お
か
れ
、
常
時
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
近
年

は
古
く
か
ら
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
フ
ィ

リ
ピ
ノ
語
に
く
わ
え
、
タ
イ
語
、
ヒ
ン

デ
ィ
ー
語
、
ビ
ル
マ
語
、
シ
ン
ハ
リ
語
の

新
聞
も
棚
に
並
び
は
じ
め
、
ま
す
ま
す
多

言
語
化
す
る
在
日
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ

ア
の
現
状
が
う
か
が
え
る
。

多
文
化
を

さ
さ
え
る

人
び
と

─
在
日
外
国
人
情
報
セ
ン
タ
ー

原
点
は『
カ
イ
ビ
ガ
ン
』

後
、
関
東
で
も
外
国
人
へ
の
防
災
や
緊
急

情
報
の
伝
達
を
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
う
た

め
、
当
時
伸
び
続
け
て
い
た
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
メ
デ
ィ
ア
が
数
社
あ
つ
ま
り
緩
や
か

な
連
合
体
を
作
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

あ
っ
た
。
以
降
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
外
国
人
へ
の
防
災
意
識
を
喚
起

す
る
他
、
被
災
外
国
人
救
援
バ
ザ
ー
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
り
、
日
本
社
会
に
も
活

動
の
重
要
性
を
訴
え
て
き
た
。
そ
の
間
、

外
国
人
の
入
居
支
援

東
京
高
田
馬
場
。日
本
で
も
っ
と
も
多
民
族
化
の
進
ん
だ
地
域
で
あ
る
。こ
こ
に
在
日
外
国
人
を
支

援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
日
外
国
人
情
報
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。前
身
を
含
め
る
と
日
本
で
最
古
の
外
国
人

支
援
組
織
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。そ
の
活
動
か
ら
在
日
外
国
人
の
と
り
ま
く
状
況
の
縮
図
が
よ
み
と

れ
る

防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

多
民
族
的
高
田
馬
場

日本語教室はボランティアの教師がささえてきた

ユーモラスな看板だが、不動産屋も外国人を無視でき
なくなったことはうかがえる。ここで家賃保証が役に立
つ。（センターとは無関係）

エスニック・メディアの棚には
アジア系言語で発行される新聞がならぶ

小池さん。
気負わずオープンな態度は性格の反映だろう

高田馬場駅の近くにはアジア系の
エスニックレストランが軒をつらねる

◎「在日外国人情報センター」　http://gaikokujin-jp.info/




